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＜羆に関し間違った考えを啓発し続ける恥ずべき北海道新聞＞ 

 [I] 2015年 7月 10日夕刊の「今日の話題」と言う記事 

熊に GPSを装着し、熊の行動を監視し、各種

被害の予防を図ろうと言う内容。特に札幌圏で

は熊が増加傾向にあり、専門家は「いつ事故が

起きても」おかしくない」と警告と言う。 

＜門崎の見解＞ 

・GPS の装着は、熊を麻酔銃又は檻罠で捕ら

え、麻酔し、首に弁当箱程の発信器を一生着け

る事である。本来首に無い物をつける事で、精

神的肉体的の負担が非常に大きく、これは生物

倫理(生物の一員である人が、他種生物に対する

正しき行為)に反する行為である。 

・北海道での羆による猟師以外の人身事故は 1970年から 2015年の 46年間に 49件、年平

均 1.09件である。これも、笛と鉈を持って歩けば、減らせる(対応は当会報 37号参照)。 

・札幌圏で住宅地での出没熊は総て母から自立した満 2歳未満の若熊で、2歳未満の野生熊

が人を襲った事例は無い。この実態を知らない無知な恥ずべき発言であり記事である。  

 

 [II] 2015年 7月 19日(日)の「ヒグマ目撃 6月 200件」と言う記事 

今年の熊の目撃件数は 4月 65件、5月 98 件、6月 200 件で、目撃場所別では、路上が

41%と、山中 27%、畑 22%を上回っており、市街地への出没が見立つ。其の原因を北大の

野生動物学の坪田教授は、猟師の減少などで、熊の個体数が増え、増えた事で、山での餌

不足が生じ、その分生息域が増大し、人里に出没する可能性が高くなるとのコメント。 

＜門崎の見解＞ 

・ 坪田氏は(捕殺数の増減の有無を故意に言って居ないが)、当然、猟師の減少で捕獲数



が減ったと言う意味であろう。しかし、左下に掲載の 1986年～2013年迄の 28年間

の熊の年度別捕獲表を見れば一目瞭然だが、熊の捕殺頭数は減っておらず、3 年単位

で見れば、逆に捕殺数が年々増えているのが現実で、猟師が減少したから、熊が増え

出没が増えたと言う論理は当たらない(道新の記者はそれが分からないのか)。 

・ 路上での目撃が 41%と言うのは、市街地の路上なのか、山林を貫く路上での目撃なの

かの区別が重要である。熊が古来から生活地として利用している道内の多くの山林の

中を道路が貫き、山林を分断している現状では、熊が道路を横断するのは必然的な事

であり、これを問題視する事は誤りで当然の事象と看取すべきである。 

・また、目撃情報の多少は、携帯電話が普及した事と熊問題を取り上げる報道の多少で

変動するものである。 

・ 山中での目撃率が 27%と言う数値が高くなるような自然地での林野行政に励んで貰

いたいものである。 

 

 


